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社会福祉事業へ寄付ー

砂下IT¥Ulr松尾i罰則さんはじ耳、マキ

子さんの忌明に際し金30，000円山

砂大佐官の森林間ーさんは亡母ア

キさんの忌切に際し金z，000円山

砂また臼 泊郷田崎本さんは亡父砧

さんの忌明に際し金日，500円也

り大村市政だよ (376号)12月中旬号
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償却資産の申告!
月 16日まで i 

※償却資産とは土地および家屋以外の資 i 
産で事業の)刊に供することのできるf'i，tj';

他人に貸しているものも合む。 i
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償
却
資
盛
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
毎
年
一
片
一
日
現
在

で
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
た
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
法
人
お
よ
び

個

人

で

償

却

資

産

を

持

っ

て

…

一

左

企

て

一

正

ら

出

い

位

し

日

を

す

〉

…

お
ら
れ
る
方
は
申

告

書

を

つ

…

ミ

リ

ん

る

し

ツ

で

か

り

も

単

導

毎

政

で

署

…

-

ス

ど

.

す

と

「

一

れ

渡

。

と

落

指

日

事

の

察

は

刊

は

一

川

ら

子

提

出

し

…

/

十

コ

N

は

。

側

一説

U

M

M

一

町

村

一
四
柑
腕

ι
目
立問
]
…

'

〉

ッ

ー

ワ

動

か

を

合

み

「

て

あ

法

け

校

運

ん

と

4
H

大

“

①
提

山

先

市

耗

務

課

…

3
・

号

、

「

ツ

運

う

路

む

を

j

み

を

方

あ

学

け

さ

日

き

(

…

②
提
州
出

昭
和
三
十
九
年

…

J
h
d
r
ト

N

一

い

一

日

時

吋

沢

一

白

押

吋

仔

ト

持

九

倍

佐

山

一
月
十
六
日

…

片

寸

ワ

ス

シ

ゴ

で

れ

歩

シ

を

度

一

と

れ

お

の

ま

民

通

し

J

E

E

ワ

と

の

こ

の

ワ

左

一

ゴ

」

こ

て

こ

い

市

交

減

③
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

…

号

、

、

も

き

「

で

う

「

す

っ

で

て

を

撲

資
訟

判
構
築
物

(
軌
道
、
さ
ん
橋
は
出
張
所
に
準
備
し
て
あ

;

H

年

金

貯
水
槽
注
ど
)
刷
機
械
語
よ

す

。

申
告
に

つ
い
て
不
明
の
点

び
装
置
刊
船
舶
付
車
両
島
よ
は
税
務
課
に
治
た
十
ね
く
だ
さ
じ
い
ち
ゃ
ん
:
i
「
ば
あ
さ
ん
や

び
運
搬

具

(
ト
ロ

ッ
ヲ

、

構

ぃ

。

今

日

は

年
金
ば
こ
け
ん
い

，内
車
、
自
転
車
、
り
ヤ
カ

l

申
告
し
な
か
っ
た
h
y
庖
偽

の

っ

ぽ

い

も

ろ

う

て

き

た

ぼ

な
ど
)
刷
工
具
器
具
お
よ
び

申
告
を
し
ま
す
と
、

お
互
い

に

い
。
と
き
に
や
ぶ
つ
ぶ
つ

備
品
川
け
そ
の
他
遊
休
未
稼
動
因
り
ま
す
し
、

ま
た
罰
則
が

適

い

う

て

お
さ
め
た
ば

っ
て

の
も
の
、

薄
外

資

産

用

さ

れ

る

場

合

が

あ

h
y
ま
す

。

ん

ゐ

さ

め
と
っ
て
ょ

っ
か

申
告
書
用
紙
は

税

務

課

ま

た

(

税

務
課
)

た

の

う。

」

I
l
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1

こ
れ
は
何
年
か
さ
き
に

は
あ

③
た
た
み
、
敷
物
な

ど

は

で

き

た

た

の

家

で
も
険

の
家
で
も

る
だ
け
日
光
に
よ
く
さ
ら
す
聞
か
れ
る
こ
と
ば
で
す
。

④
床
下
は
ご
み
、

く
も
の
巣
な

と
お
ち
ゃ
ん
i
l

「
あ
ふ
」
こ

の
う

εを
よ
く
と
り
、

湿
気
の

ひ

ち

の

父
ち
ゃ
ん
は
死
た
し

ど
い
と
こ
ろ
は
石
氏
を
ふ

り

た

け

な

。

母

ち
ゃ
ん
も
こ

乾
燥
さ
せ
る
。

ま
か

子
供
ば
か
か
え
て
き

q
AJ
じ
打
し
な
ど
の
発
生
を
防

っ

か

ば

い

。

」

止
す
る
た
め
、
下
水
市
は
よ
か
あ
ち
ゃ
ん
!

「
ば
っ
て
ん
、

く
流
れ
る
よ
う
に
し
、
便
所

国
民
年
金

の
保
険
料
ば
お

も
よ
く
掃
除
し
て
オ

ル
ソ
刑

な
ど
を
撒
布
す
る
。

ハ
保
険
衛
生
課
V

年
末
の
大
掃
除
は
早
自
に

ー
下
水
溝
に
は
オ
ル
ソ
剤
を

l

正
月
も
近
く
な
り
ま
し
た
。
マ
大
掃
除
の
期
間

こ
こ
で
今
年
の

ゴ
ミ
を
ゐ
と
す

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

た
め
年
末
の
大
掃
除
週
間
を
き
八
日
ま
で
の
一

週
間

め
ま
し
た

の
で
家
屋
内
外
の
大
マ

大
掃
除
の
要
領

掃
除
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
崖
内
外
む
き
た
な
い
と

こ

大
掃
除
は
つ

ぎ
の
要
領
で
行

ろ
を
よ
く
掃
除
す
る
。

・
泣
い
、
環
境
を
清
潔

K
し
、
②
室
内
に
日
光
が
さ
し
こ
む
よ

す
が
す
が
し
く
明
る
い
新
年

う
考
え
、
空
気
も
よ
く
通
る

を
辿
え
ま
し
ょ
う
d

よ
う
に
す
る
。

話

さ
め
と
ら
し
た
け
ん
、

母

子
年
金
ば
も
ら
え
る
と
け

な
ば
い
。
」

そ
う
で
す
一
家
の
大
黒
柱
を

う
し
な
っ
た
と
き
時
枕
さ
れ
た

母
子

に
年
金
が
も
ら
え
る

の

で
す
。
ま
た
、
け
が
や
病
気

の
た
め
体
の

の
自
由
が
き
か

在
く
な
っ
た
と
き
も
年
金
が

う
け
ら
れ
る
の
で
す
。

不
慮
の
災
害
、
老
後
の
生
活

と
い
う
こ
と
は
お
互
に
し
ん

け
ん
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
注
問
題
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
滞
納
せ

ず
か
な
ら
ず
納
入
す
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

-

み

ん

な

で

明

る

い

お

正

月

を

-

み

な

さ

ん

/

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

に

協

力

を
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ジ
フ
テ
リ
ヤ

百

日

咳

市
役
所
↑

A
接
積
日
十
二
月
十
八
日

ム
時
間
一
時
三
十
分
t
=
一
時

友
会
、
母
子
手
帳
を
と
持
参

く
だ
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)

百
日
咳
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防

接
慢
の
三
回
目
を
つ
ぎ
の
と
お

市

有

林

の

雑

木

を

公

売

h
y
行
在
い
ま
す
。

ム
該
当
省

十
一
月
に
二
回
目

を
終
了
し
た
も
の

市
立
病
院
(
ほ
か
の

と
こ
ろ
で
は
行
な
い

ま
せ
ん
。
〉

り大村市政だよ

ム
場
所

予
防
注
射

今
度
は
市
立
病
院
だ
け

市
有
林
の
雑
木
を
つ
ぎ
の

と
お

b
公
売
し
ま
す
。

現
地
説
明
は
十
二
月
一
一
十
日

午
前
九
時
狸
ノ
尾
溜
池
堤
防

で
行
・
泣
い
ま
す
D
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被保険者
証番号

30.U48 

j 

い
ま
す
ぐ
保
険
衛
生
謀
ま
た
は

出
張
所
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い

っ
F
C
国
民
健
康
保
険
被
保

(
保
険
衛
生
諜
)

険
者
証
は
無
効
と
在
b
ま
し
た

所住

昭和38年12月10日

世帯主名 被
保
険
者
涯
の
無
効

大村市東浦
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市

積

二

一以

一
畝

約
三
十
九
石

面

積

二

反
二
畝

約
四
十
四
石

而
積
=
一
反
歩

ι

約
六
十

八

石

発

明

等

の

相

炎

一

附

を

聞

き

ま

一

枝

金

と

汚

物

手

数

料

の

一

面

積

二

反

三

畝

z

-

納
期

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
-

約
四
十
三
石

-
v
汚
物
処
理
手
数
料
の
才
三
一

マ

日

時

十

二

月

十

四

日

-

マ

入

札

日

時

十

二

月

二

十

日

-

期

分

(

十

月

、

十

一

月

、

-

午

前

十

一

時

t

午

前

十

時

よ

り

+
二
月
)
の
納
期
は
十
二
一

十

一

時

三

十

分

マ

場

所

商
工

水

陸

諜

-

一
月
三
十
一
日
で
す
。

一

マ

入

札

場

所

現

地

マ

講

師

県

発

明

協

会
よ

り

-

マ

入

札

方

法

一

般

公

入

札

公

益

質

屋

の

公

売

会

(

商

工

水

産

課

)

一

た

お

九

月

十

五

日

以

降

に

一

一
申
込
ま
れ
た
方
に
は
十
二
月
-

マ
入
札
保
障
金

入

札

額

の

五

公

益

質

屋
で
は
流
質
物
の
公
通
知
の
な
い
か
た
は
安
心
一
十
五
日
付
で
納
額
通
知
書
主一

分
以
上
の
現
在

な
治
当
日
一
は
印
鑑
を
持
参
売
会
を
行
な
い
お
す
。
当
日
は
先
に
実
施
し
ま
し
た
西
大

村

一

存

送

い

た

し

ま

す

。

一

し
て
く
だ
さ
い
。

公
読
質
屋
は
休
業
し
ま
す
。
地
区
の
結
核
検
診
の
結
梨
、
所
一

v
出
定
資
産
税
の
才
四
期
の
一

〈
は
し
く
は
農
林
謀
に

お

た

マ

日

時

十

二
月
十
九
日
十
時
見
の
あ
る
方
に

つ
い
て
は
十
一
一
納
期
は
十
二
月
二
十
八
日
一

十

ね

く

さ

己

(
農
林
課
)

よ

り

十

五
時
ま
で

月
二
十
六
日
精
密
検
診
の
通
知
一
で
す
。

一

マ
場

所

大

村

市
中
央
公
民
舘
を
発
送
し
ま
し
た
。
通
知
を
受
一
二
十
八
日
ま
で
は
市
金
庫

一

マ
公
売
品

衣
類
、
ラ
ジ
オ
、
時
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
異
欣
一
か
近
く
の
山
張
所
で
納
入
し
一

計
な
ど
約
四
百
点
が
左
か
っ
た
人
で
す
の
で
ご
安
一
て
く
だ
さ

い
o

友
治
、
市
一

(
福
祉
事
務
所
)
心
く
だ
さ
い
(
保
険
衛
生
課
)

一腕、

汚
物
千
数
料
は
二
十
九
一

-
臼
か

ら
三
十
日
ま
で
は
市
税
一

一
務
課

の
窓
U
で
納
入
し
て
く
一

一
だ
さ
い
。

¥
税

務

課

J

一

一

戸

保

険

衛

生

謀

、

一

市
役
所
↑

マ
所
在
地

大
村
市
諏
訪
郷
字

狸
ノ
足

マ
数
量
一
号
林

二
号
林

一
号
林

四
号
林

武留路房
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乾燥汚泥を販売
山料として使用できる乾燥汚泥を一般の方K版 う'と

しています。ご希望の方は保険衛生課か出張所に お

たす事ねください。 価額=10キロ 60円

加里(~の
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Tる類

的燥汚泥

鶏糞

ii 年末のごみ収集は31日午

II前中まで行いますが、年末
~~は大掃除友どでごみが多く

11出ますので処理できなくな

l!ることもあります。

ii できるだけ早目に出すよ
iiうご協力ください。

ii tr沿、し尿は業者が計抗的
iiに収集いたしますので、 Ir1

!! <汲取ってもらうよ うごWI
~l 力をお願いします。年始の

lii友取は 5日より始めます。
(保険衛生課)

年末のごみ・し尿の

Jit集に協力を

発
明
巡
回
相
談
所
を
開
設

-
郵
便
物
は
早
く

ノ・

年
末
は
郵
便
物
が
多
く
な
り
ま
す

小
包
が
年
内
に
と
ど
く
た
め
に
は
十
五
日
ご
ろ
ま
で
、
年
賀

状
一ず
元
旦
に
配
達
さ
れ
る
た
め
に
は
二
十
二
日
ご
ろ
ま
で
に

那
便
局
に
差
し
山
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
(
大
村
郵
便
局
)


